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消防本部に設置しである火災専用

電詰 119番は火災発見者が火災発
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す?火災場所な どの問合せは、市

役所 (3111番)におかけください
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、
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よ
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千
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分
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、

菓
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、
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。
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れ
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簡
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友
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菓
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台
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蓄
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萎
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華
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岩
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茂
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み
、
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の
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日
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松
(
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村
市
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協
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事
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体
育
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ボ
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華
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ら
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と
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で
す
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日

一

月
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十
九
日
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一
と
の
日
誌
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上
げ
ら
れ
た
一
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の
あ
と
妻
幼
稚
園
児
に
よ

ド
込

一

前
九
時
三
十
分
か
一
花
火
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図
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手
、
役
員
ら
一る
遊
ぎ
、
連
合
婦
人
会
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一

ら
市
営
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ド
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入
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進
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あ
と
、

大
会
会
長
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村
ワ
ル
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な
ど
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踊
の
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ゲ

コ
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一

で
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わ
れ
ま
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村
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長
の
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さ
つ
が
あ
っ
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一
l
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が
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っ
て
競
技
に
移
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ま
し
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川
川

~

た。

一永
年
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育
の
振
興
に
功
労
の

一た。

」

け

一

今
年
は
全
市
民

十あ
っ
た
個
人
三
名
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種
大
会
で
一
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技
は

一
般
、
青
年
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1
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4
~
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加
で
き
る
よ
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秀
な
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績
を
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げ
た
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体
二
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定
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じ
め
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ラ
ッ
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ι
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V
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に
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容
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に
表
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状
、
さ
る
五
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綱
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一
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ボ

1
8り
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婦
人
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鈴

宝

ヨ

十

さ
れ
、

青
年
団
、
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体
育
祭
に
施
設
整
備
等
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一割
り
、

消
防
団
た
る
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ひ
、

婦
人

M
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一

婦
人
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各
町
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さ
れ
た
三
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体
に
感
謝
状
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二
人
三
脚
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レ

l
、
町
内
電
車

消
防
固
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ど
か
ら
約
三
千
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が
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一
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が
、
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ぞ
れ
大
村
市
長
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ら
一
競
走
な
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り
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山
な
種
目
が

婦
人
会
の
鈴
割
り
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防
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の
綱
引

二
人
三
脚
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走
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媛
団
も
繰
り
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援
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公
営
住
宅

ω
部
を
払
下
げ

風

車

で

発

電

申
込
み
は
げ
固
ま
で

-ーーーー・4・

払
下
げ
大
財
源
で
住
宅
を
建
設

所
得
の
少
な
い
人
た
ち
へ

生
業
資
金
な
ど
の
貸
付

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
お
申
込
み
が
あ
れ
ば
県
、
市
と

よ
び
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
も
毎
月
審
査
会
を
開
い
て
お
り

所
得
の
少
な
い
人
た
ち
に
つ
ぎ
ま
す
が
、
十
二
月
の
審
査
の
予

の
と
お
り
資
金
を
貸
付
け
て
お
定
は
初
旬
と
な
っ
て
お
り
ま
す

り

ま

す

。

の

で

、

十

二

月

の

分

は

市

、

県

申
込
方
法
お
よ
び
羽
田
と
も
士
一月
三
日
ま
で
に
市
事

民
生
委
員
と
よ
く
相
談
の
う
え
務
局
ヘ
到
着
す
る
よ
う
に
し
て

申
込
書
を
担
当
の
民
生
委
員
へ

く
だ
さ
い
。
お
く
れ
る
と
一
月

出
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
の
分
に
な
り
ま
す
。

ぬ
か
た
は
関
保
書
類
を
各
地
区
資
金
の
種
類
お
よ
び
貸

民
生
委
員
総
務
の
か
た
へ
提

出

付

額

の

限

度

な

と

し
、
総
務
の
か
た
か
6
市
社
協

【
県
社
協
の
分
】

の
事
話
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
ム
生
業
費
十
万
円
以
内

ム
更
生
資
金
支
惇
一貫
一
万
五
千

本
人
直
接
お
申
込
み
に
な
っ
円
以
内
1

て
も
受
付
け
ま
せ
ん
。

A
技
能
修
得
費
月
額
千
五
百
円



(二)

ほ
ど
ん
ど
が
規
則
を
無
視

依
然
と
し
て
多
い
パ

'
a
4

0
 

イ
ク
事
故

一、よ
u
r
一
全
国
一
斉
に
行
な
一
不
注
意
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
一
ム
自
転
車
に
乗
っ
た
場
合
は
必
あ
る
。
】

ゴ

一

わ
れ
た
秋
の
交
通
一
す
の
で
、
皇
、
歩
く
人
も
運
転
ず
道
路
の
左
理
一
列
に
な
っ
一
会
を
運
転
し
て
他
の
車
と
行

た

…

安
全
童
話
民
一
さ
れ
る
人
も
お
互
い
に
、
な
お
二
で
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。
一
き
違
ろ
場
合
は
、
必
高
野

J

〉

…

の
皆
さ
ん
が
、
塑
層
の
注
意
と
安
全
な
運
転
に
心
竺
【
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
一
の
光
度
義
じ
、
ま
在
そ
の

ぐ

…

間
前
、
ま
た
は
期
一け
不
幸
な
事
故
巻
起
し
た
り
、
起
一
交
が
右
や
、
左
へ
曲
ろ
う
と
す
一
照
射
方
向
を
下
向
き
に
し
て
く

一
泊
四
時

一

間
中
、
よ
く
交
通
一
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
一
る
と
き
、
合
図
を
し
な
い
も
の
が
一
だ
さ
い
。

一

同

一

法

規

き

り

と

協

一

だ

さ

い

。

一

非

常

に

多

い

。

】

一

【

十

字

路

で

手

写

で

整

理

し

て

一

U
一

力
し
て
い
た
だ
い
一
と
の
た
び
は
書
留
中
市
内
一
ム
バ
イ
ク
の
方
向
指
示
器
は
昼
一
い
る
と
き
右
、
ま
た
は
左
に
曲
ら

抱

一

た
た
め
、
市
内
で
一
の
努
号
、
知
名
士
や
運
転
者
一
聞
に
は
良
く
見
え
な
い
と
き
が
一
う
と
す
る
自
転
車
ま
た
は
バ
イ
ク

嘩

…

の
交
通
事
故
の
発
一
壬
般
の
交
通
状
簡
易
章
、
一
多
い
。
バ
イ
ク
や
自
転
車
は
曲
一
富
り
方
議
遣
え
た
り
γ

ま
た

運

…

生
状
況
は
、
留
一
室
指
導
老
お
願
い
し
ま
し
た
。
一
ろ

2
す
る
一
ニ
十
メ
ー
ト
ル
三
万
法
窓
争
に
ろ
ろ
う
ろ
し
て

M
U
…
前
十
日
間
{
十
月
一
そ
の
結
果
つ
ぎ
の
と
と
が
目
だ
一
ら
い
手
前
か
ら
一曲
り
終
る
ま
で
一
い
る
素
案
っ
た
。
】

4
a
二
日
か
九
十
日
ま
一
っ
て
多
い
と
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
一
手
信
号
を
し
て
、
後
童
話
会
信
号
は
つ
ぎ
の
襲
名

安

一

で
)
は
六
件
、
傷
一
ま
す
。
(
ロ
内
が
露
事
項
)
一
ら
せ
て
安
全
に
曲
る
と
と
で
す
り
ま
す
。
(
置
を
参
照
し
て

何

一

一

美
人
、
本
運
動
一
【
道
路
の
広
い
所
で
警
の
車
一
【
歩
行
者
が
横
断
歩
道
義
っ
て
く
だ
さ
い
。
}

…
選

…

期
間
中
の
十
日
間
一
室

Cて
来
て
い
る
前
後
巻
、

一
い
る
と
き
徐

Cな
い
自

動

車

や

手

信
号
の
意
味

』

心

…

(
十
月
十
一
日
か
一
不
注
意
仁
も
横
切
っ
て
い
る
人
が
一
バ
イ
ク
が
非
常
に
多
い
。
】
O
両
腕
を
横
に
水
卒
に
上
げ
て

4
3…
ら
二
十
日
ま
で
)
一
多
い
。

】

一

ム

運

転

者

の

か

た

は

横

断
歩
道
い
る
と
き
、
ま
た
は
腕
を
お
ろ

は
五
件
、
傷
者
六
人
で
一
件
と
三
一
ム
道
管
横
切
ら
う
と
す
る
時
一
に
あ
る
人
議
慢
す
る
鶴
務
し
て
身
体
方
向
寒
え
な
い
で

人
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
は
必
ず
、
右
と
を
注
意
し
て
一
(
歩
行
重
き
が
あ
り
ま
す
の
事
整
理
の
状
態
で
あ
室
き

乙
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
交
通
一
危
険
で
な
い
と
と
を
、
た
し
か
一
で
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
一
時
ム
信
号
者
の
前
後
の
宍
通
は
止

法
規
を
良
く
守
り
、
秩
序
正
し
い
一
め
て
か
色
素
早
く
横
断
す
る
と
一
停
止
す
る
か
、
徐
有
レ
て
通
ら
れ

通
行
や
安
全
運
転
に
努
め
ら
れ
た
一
と
で
す
。

一
な
げ
れ
ば
な
p

り
な
い
の
で
す
。
ム
宣
暑
の
横
の
交
通
は
進
め

結
果
で
す
。
一
【
自
転
車
に
乗
っ
て
二
列
、
三
列
一
門
夜
間
車
両
の
す
れ
違
う
際
、
前
(
大
村
暫
察
署
、
大
村
市

期
間
申
発
生
し
た
事
故
原
因
に
一
と
横
に
な
り
道
路
の
申
央
線
ま
で
一
照
灯
の
減
光
(
切
替
)
操
作
を
し
交
通
安
全
協
会
)

つ
い
て
見
て
み
ま
す
正
、

買
方
の
一
広
が
っ
て
進
行
す
る
人
が
多
い
】

一
な
い
車
が
多
く
、
非
常
に
危
険
で
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県
政
九
十
周
年
の

記
愈
資
料
展
を
開
催

長
崎
県
で
は
明
治
四
年
長
崎

交通信号と十字路

の正しい曲り方

肺
門

官

主

ι肱
m

陀
刊一号

欣

ず

a

v

w

J

宮
田
ち
γ
い
に

U

事
ゆ
口
肝
い
い
ド
す
.

岬
か

.T
1
4川

1
7

一

zι
友
電

l

〈

同

川

一
川町一一

ー「・

-
i

‘、、‘、

各
世
ω

-↓れ一

川、
i
F
/
¥
}
/

、1
1
、lF
/

叩

一

農

事

メ

モ

一

同

/
1
1
¥
/
t
l、、
/
t』
¥
/
t
l
¥

川
【
麦
】
要
の
播
一
国
期
に
な

り
ま
し
た
。
ク
ロ
ホ
、
ナ
マ
グ

川
サ
ク
ロ
ホ
病
等
が
ま
だ
多
く
見

川
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
乙
で
種
子

は
必
ず
消
毒
し
て
ま
く
よ
う
に

川
し
ま
し
ょ
う
。

川

消

毒

法

①
冷
水
温
楊
漫
法
H
冷
水
γ
浸

潰
ハ
一
八
度
C
の
場
合
三
時
間

二
四
度
の
場
合
ニ
・
五
時
間
)

川
後
五
O
度
前
後
の
湯
に
一
J
二

川
升
漬
け
て
温
め
、
小
要
は
五
四

ー

度
、
棟
妻
、
大
要
は
五
三
度
の

川

濁
に
五
分
間
正
確
に
漫
潰
し
て

川
間
ち
に
冷
す
。

②
風
呂
場
aRH風
目
湯
に
(
小

川
要
四
六
度
、
ハ
ダ
カ
褒
四
五
度
)

川
種
子
袋
を
漬
け
一

0
時
間
後
に

川
温
度
が
大
体
二
O
J
二
五
度
く

川
ら
い
に
な
る
よ
う
に
フ
タ
を
加

川

減
し
て
一

0
時
間
浸
演
す
る

(
釜
下
の
残
り
火
そ
除
く
)

薬

剤

消

毒

州
(
薬
剤
名
目
使
用
濃
度
日
漫
演

'
時
間
日
漫
潰
債
の
処
理
の
順
)

川
ム
液
用
水
銀
剤
"
一

0
0
0倍

川

H
一ニ
O
分

ム
被
用
水
銀
剤
H
一
0
0
0倍

県
が
誕
生
し
て
、
今
年
は
九
一

十
周
年
に
当
り
ま
す
の
で
、
県
一

政
施
行
九
十
周
年
記
念
資
料
展
一

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

一

ム
畏
崎
市
十
一
月
六
日
か
ら
一

←造り

「ーー--・・
↑
品
以

進めー今

十時与渇ー

お
も
な
病
害
と
消
毒
法
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
除
草

小

麦

剤

の

使

い

か

た

は

つ

ぎ

の

と

お

ハ
ダ
カ
ク
ロ
ホ
病
H
冷
水
温
り
で
す
。

場
漫
法
、
風
目
濁
漫
、
ご
重
消
麦
に
対
す
る
除

毒

草

剤

使

用

基

準

ナ
マ
グ
サ
ク
ロ
ホ
病
H
薬
剤
除
草
剤
名
H
使
用
量
(
叩
ア

消

毒

!

ル

当

り

製

品

量

〉

カ
ヲ
ク
ロ
ホ
病
、
ア
カ
サ
ピ

病
H
右
に
同
じ

ム
(
シ
マ
ジ

γ
)
H
五

o
t

一
0
0グ
ラ
ム

練
要
、
大
要

企

p
c
p
n
一・

o
t
一

ハ
ダ
カ
ク
ロ
ホ
病
H
冷
氷
温

・
ニ
キ
ロ
グ
一

場
浸
法
、
風
目
湯
漫
、
二
重

A
Q
C
M
U
H
四
O
I
六
O

消

毒

グ

ラ

ム

H
使
用
時
期
は
い

カ
タ
ク
ロ
ホ
病
H
薬
剤
消
毒
ず
れ
も
播
種
直
後
(
播
種

ナ
マ
グ
サ
ク
ロ
ホ
病
H
右
に

3
日
ま
で
)
お
よ
び
二
葉
期

間

じ

ム

ク

ロ

ー

:

日

一

0
0
1

ハ
ン
ヨ
ウ
病
、
ア
シ
ハ
ン
病

I
P
仁

一
五

0
グ
ラ
ム

H
播
種
直

H
右

に

同

じ

:

除
草
剤
の
使
い
方

f
註

除

草
剤
は
水

一
O

要
作
上
、
申
耕
除
草
の
占
め
ア
l
ル
当
り
九
O
l
一
O

る
割
合
は
総
時
聞
の
ニ
四
i
一
ニ
リ

ザ
ト
ル
に
溶
か
し
噴
霧

O
%
に
も
達
し
て
い
る
現
状
で
機
で
散
布
す
る
。

す
。
と
と
に
水
田
甚
作
の
場
合
使
用
上
の
注
意

は
大
き
な
労
働
負
担
と
な
っ
て
①
湿
気
の
多
い
と
き
、
雨
の
降

お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
除
草
り
そ
う
な
時
は
さ
け
る
。

に
よ
る
労
働
時
間
を
粧
滅
す
る
②
砕
土
を
丁
寧
に
し
、
一
ニ
セ
ン

と
と
は
饗
の
生
産
費
忌
引
き
下

一
チ
(
約
一
寸
)
程
度
均
一
に

げ
、
労
働
報
酬
を
培
穴
す
る
と

覆
土
後
聴
く
枕
圧
す
る
(
一
一

と
に
も
な
る
わ
げ
で
す
。
今
後
軍
散
布
に
な
ら
ぬ
よ
う
)

の
労
働
不
足
と
生
産
コ
ス
ト
の
ゆ
噴
帽
刷
機
で
均
一
に
散
布
す
る

低
滅
の
た
め
、
除
草
剤
を
大
い

@
r
c
pは
魚
毒
が
強
い
の

十
五
日
ま
で
県
立
図
書
館

ム
佐
世
保
市
十
一
月
十
九
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
産
業
会
舘

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

(
庶
務
課
)

-‘
 

H
一
O
分
H
漫
演
後
ヌ
レ
ム
シ

ロ
で
よ
く
覆
っ
て
左
記
の
時
聞

を
お
き
、
ム
シ
ロ
者
除
い
て
蔭

干
に
す
る
。

ム
陸
一
床
、
水
銀
粉
剤
H
種
子
の

目
方
の
0
・
一
二
%
(
種
子
一
九

に
対
し
三
グ
ラ
ム
)
の
割
合
で

混
ぜ
粉
衣
す
る
H
犬
要
、
棟
要

・・・
一
時
間
(
ハ
ン
ヨ
ウ

8
小

要
二

1
z一
時
間
(
ナ
マ
グ
サ
ク

ロ
ホ
病
)
小
妻
、
六
妻
、
裸
褒

・
・
・
二
時
間
(
ジ
ョ
!
ハ
ン
病
)

二
貫
消
毒
H
薬
剤
消
毒
と
風

日
浸
法
と
の
併
用
で
あ
っ
て
、

ま
ず
薬
剤
消
毒
を
し
、
そ
の
後

風
日
漫
演
を
行
な
F

つ
。
(
逆
に

し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
)

・
な
お
、
ト
ピ
ム
シ
モ
ド
キ
に

よ
る
小
要
の
発
芽
障
害
に
つ
い

て
は
、
芽
出
し
ま
き
、
芽
出
し

乾
燥
ま
き
、
ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤

(
二
・
六
%
)
、
へ
プ
タ
ク
ロ
ー

ル
粉
剤
(
二
・
五
%
)
を
種
子
塗

沫
(
種
子
一
リ
ッ
ト
ル
に
ニ

0

グ
ラ
ム
)
。
播
溝
散
布
(
一

0

ア
ー
ル
当リ一一・
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

覆
土
後
播
種

d

全
面
散
布
(
一

0
ア
ー
ル
当
り
三
J
四
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
土
と
混
ぜ
た
持
搭
橿
)

等
に
よ
る
対
策
を
た
て
て
く
だ

さ
い
。

陸

自

竹

松

部

憾

で

は

十

一

月

二

市

内

水

計

の

林

ツ

ヤ

さ

ん

は

乙

の

十

三

日

週

節

会

を

行

な

い

ま

す

ほ

ど

亡

畏

男

清

範

さ

ん

の

忌

明

に

の

で

一

般

の

参

観

を

の

ぞ

ん

で

社

会

福

祉

資

金

の

一

一

聞

に

と

金

}

い
ま
す
。
市
箆
附
関
係
で
つ
ぎ
の
と
お
り
電
封
浄
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
十
月
二
十
九
日
実
施
の
簡
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
(
福
祉
事
麓
附
)

予
定
で
し
た
が
、
災
害
派
遣
の
ム
庶
璃
課
長
(
南
野
島
松
)
宅
H

職
業
(
夜
間
〉
訓
練

生

を

募

集

②
通
所
で
き
る
も
の

ム
募
集
期
間

十
一
月
九
日
か
ら
三
十
日
ま

で
そ
の
他
鮮
細
は
安
定
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

長
崎
市
小
曾
根
町
、
長
崎
県

立
長
崎
職
業
訓
棟
所
で
、
つ
ぎ

の
要
領
に
よ
り
夜
間
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

ム
種
目
溶
接
工
科

‘
ム
人
員
四
十
名

A
訓
練
期
間
六
カ
月

ム
訓
練
時
間
午
後
六
時
か
ら

九
時
ま
で

お
日
竹
松
部

隊
の
運
動
会

ム
の露露

樹
勢
を
回
饗
吾
、
冬
期
の

栄
養
を
よ
く
し
、
花
芽
の
敬
老

増
し
、
春
梢
の
芽
立
ち
鞘
育
を

良
好
に
す
る
た
め
、
普
通
温
州

で
は
蚊
穂
直
前
か
ら
下
旬
ど
ろ

ま
で
に
年
間
施
肥
量
の
四

r
五

割
奉
元
肥
と
し
て
施
し
ま
す
。

肥
料
の
種
類
は
有
機
質
を
主
体

に
し
た
、
県
棋
単
復
合
肥
料
を

施
し
ま
す
。

施
肥
基
準
量
は
樹
令
六
J
一
九

年
生
の
も
の
に
は
、
柑
橘
三
号

を
用
い
、
六
l
一
O
年
生
に
は

六
0
1七
0
キ
ロ
、
一
一

i
一

五
年
生
に
は
七
O
I
八
五
キ
ロ

一
六
i
一
九
年
生
に
八
六
J
一

一
0
キ
ロ
程
度
と
し
、
こ
れ
以

上
の
樹
令
の
も
の
に
は
柑
橘
四

た
め
延
期
さ
れ
た
も
の
で
す
。
萱
瀬
局
(
一
O
八
番
)
一
六
ム
選

挙
管
理
要
員
会
事
務
局
長
(
岩
永

し
・
郵
政
省
で
は
お
年
玉
敬
之
)
宅
日
三
五
六
四
ム
監
査
事

呼

っ

き

年

賀

ハ
ガ
キ
を
十
務
局
長
(
柳
原
監
)
宣
言
一
O
三

行
一
月
十
五
日
か
ら
企
菌
ム
愚
林
課
長
(
山
浦
政
喜
)
宅
二
七

か
。
一
斉
に
警
如
し
ま
す
。
O
五
ム
市
民
課
長
(
林
熊
作
}
宅

日
・
市
内
で
は
各
郵
便
局
、
コ
三
七
四
ム
収
入
役
室
長
(
古
賀

日
・
切
手
売
り
さ
ば
き
所
で
豊
次
)
宅
二
五
六
七
ム
申
央
保
育

行
取
扱
い
ま
す
。
大
村
市
所
二
四
三
ム
市
警
社
会
教
育

川
l

内
の
取
扱
数
量
は
わ
ず
課
長
(
渡
辺
仁
)
宅
二
六
七
四

賀
・
か
で
す
か
ら
、
早
自
に
ム
公
益
質
量
二
二
三
二

年
・
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

忌
明
に
寄
付

(
大
村
郵
便
局
)

で
襲
被
、
機
具
の
洗
い
水
は

川
、
養
魚
油
等
に
流
入
し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
。

①
使
用
後
噴
霧
機
や
皮
ふ
、
衣

類
に
着
い
た
薬
液
そ
洗
い
お

と
す
。

な
お
、
前
配
の
散
布
量
は
全

面
散
布
の
場
合
で
あ
る
の
で
、

播
溝
だ
け
に
使
用
す
る
場
合
は

つ
ぎ
の
計
算
(
下
表
)
に
よ
っ

て
使
用
量
や
算
出
す
る
乙
と
。

門
み
か
ん
】

市
役
所
関
係

の
電
話
新
設

散布量の計算例

酬だけの使JlJ量=語翻pxキIJ用率(麓)

【例】 CAT60グラムの場合で畦幅 2尺、 j者幅 5すのときは

6 0グラムxzt=15グラムとなる


